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Ｉ． はじめ に

人口の高齢化、生活習憤病の増加、医療技術の進

歩等 により、 保 健・福祉・医療 をとりまく環境 は 大きく

変化して いる。 また、生 活 の多 様 化、 疾 病 構 造の 変

化等 に 伴い、住 民 の二 一
ズも変 化しつ つ ある。これ

らの変 化 に 対応し、佳 民 の二 一ズに 適 合した保 健・

福 祉・医療のサ ービスを提供していくため には、住 民

の健康状況やそれらの健康状況に影響を与完る生

活 状況 等を明らかにしていくことが 重要であるむ

本研究は、掛川市大東地区に屠住する佳民の健

康状況および生活習慣病予防行動を明らかにする

ことを冒的としたものである。

ＩＩ．
方 法

１． 調査 対象

平成 １７ 年度基本健康診査を受診した掛州市大東

地 区に屠 住 する住 民のうち、調 査 に同 意を得られた

１，８６３ 名を対 象に調 査を実施した。

４． 調 査 内容

本研究に用いるデータは、健康調査調査票から得

たもの である。 調 査 内容 は、居 住 地区、氏名、性 別、

年 齢、 家族 構 成、健 康状 態、 自 覚症 状、 胃 常生活 土

の 障害、 疾病の 治療 状況、 生活 習慣 病の 罹患状 況、

生活習慣病予防のための行動、により構成されてい

た
。

ここ二で は、以 上 の調 査結 果を、 世論 調 査の 結 果と

比較し、掛川 市大東地区に居住する住民の健康状

況 および、生 活習 慣 病 予 防 のため の 行動 につ いて

報告 する。

ＩＩＩ． 緒 果

１． 調査 対象 者の 概要

１，８６３ 名 の調 査対 象者 のうち、 有効 回答 数 １，５３１

名（有 効回 答率 ８２．２％、男性 ５３２名、 女 性９９９名）

で あっ た。 平
均 年 齢 は 男 性 ６６．映１１，２ 歳、 女 性 ６１．７

±五１．６
歳 で あっ た（図 １）。

馳．調 査 録 象巻 の 性 牟齢

２． 調
査 期 間

平成１７年度基本健康診査実施時にあわせて調査

を実 施した。

３． 調査 方 法

基本健康診査通知書送付時に、調査に関する説

明、および調 査用 紙を送付し、健 康診 断実 施 時に調

査用 紙を回 収した。な お、調 査用 紙に は調 査に同 意

する場合 にのみ、用紙 に記入してもらうこととした。 倫

理 的 配 慮として、調 査の 依 頼 にあたっては、調 査 結

果 の 匿名 性 の 保 持、 調 査 に同 意しないことにより不

利 益をこうむることのないこと讐、を調 査依 頼 の際 に

併せ て周 知した。な お、統 計処 理は ＳＰＳＳ∀飢１２を

用 い た。
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調査対象者の家族構成は、多世帯家族が多かっ

た。 また、８０ 歳以 上の 女性に ついては、 他の年 齢群

に 比べ、独 居者 が多い 傾向 にあった（図 ２）。
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蜜２．…濱蓋 対 象 者の 蒙 族 構 成

８０着轟｛犬 以二止（Ｎ二４０）

ρ ？Ｏ 歳 代（副＝２３６〕

遡 ９
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♂ ７０歳 代（副＝ 洲 ）

３ ５０歳 代（Ｎ＝７９）

奉Ｏ歳 代 以 下（州＝５Ｃ）

０粍 ２０％

□ 独 屠 因 核蒙 籏

４０晃 ６０％ ８０琵 ‘００鴇

露 多 澄 箒蒙 族

２． 対象 者の健 康状 況

調査対象者の主観的健康状況についてたずねた

ところ、ほ ぼ ９ 割のもの力
葦「よい」 ぼ あよい 止 答えて

いた（図３）。

図３ 調 麦 対 象者 の 主観 的 健 康状 態

０鶉 ２０呪 ４０蟄 ６０晃 ８０呪 １００鬼

獲 統 まり よくな い 一１よくな い

（１４，１％）、
「よく眠 れ な い」（１３．９％）、

「便 通 がよくな

い」（１３．７％）、
「何 を す る の も お っ くう で あ る」

（１３．１％）、 帽 の 調子 が 良くない一（８．５％）となって い

た （図 ４－１、 図 ４
－２）。

また、 目 常生 活 に影 響 のある健 康 上の間 題の 有無

につ いては、全 般的 に、
「ある」と答えたものに 比べ、

「ない」と答 えたもののほうが 多かったが、男 女とも年

齢とともに健康上の問題が増加する傾向にあった（図

５）。

図５．頁 常 生 濡 に 影 響 の ある健 康 上 の 閤 題
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４０歳 代 以 下（Ｎ：４９）

● よ い 口 泰 あよい

加えて、
「朝、起きるの がだるい ∬ちょっとしたこと

でも気に在る一「疲 れ や すい」「肩こりや、 腰痛 があるｊ

礪 の調子が良くない」「よく眠れない」「何をするのも

おっくうである」Ｆ疾 が出たり、 咳をすることがある」訂階

段 を上 がっ たり、 軽 い 動 作 で動 悸、 息 切 れ が するｊ

訂便通がよくない」の１０項冒の自覚症状の有無にっ

いてた ず ねた。１０ 項目 の自覚 症状 のうち、
「はい」と

答えたもの がもっとも多 かった 項 冒 は「肩こりや、腰

痛がある」であり、５０．４％のもの が肩こりや、 腰痛とい

った症 状 があると答 えていた。 次 いで 多かった項 胃

は「疲 れ や すい」であり、４１．８％もの が
「はい」と答 え

て い た
。
ま た
、２３．０％ のも の

がｒちょっとし たこと でも

気 に なる一と答 え、１８．９％のも の
が「朝
、
起きるの が だ

るい」と答えていた。 その他 の項 員につ いては、 煩に

Ｆ疾が出たり、咳をすることがある」（岨２％）、
ｒ階段を

上 が っ たり、 軽 い 動 作 で 動 悸、 息 切 れ が す る」

○鴨 ２０協 ４０％ ６０％ ８０冤 １００鶉

■ ある 口 な い

健康上の問題によって障害される冒常生濫行動と

してＦ仕 事、 家 事、 学 業」（３７．８％）をあ げているも の

が 最も 多 か っ た 次 い でＦ外 出」（２９，４％）、
「運 動」

（２２．辺）％、
「員常 生活 動作一（１７．９％）を健康 上の 問題

によって障害される冒常生活行動としてあげていた

（図 ６）
。

團⑮
．
健 康」二の 闘 題 にまって 障 箸され る

目菌生 溝行動（複 数回答）

８ 臼鴬生港 動作

図 違動
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現在ある症 状へ の対 処として、多くの 場合、す でに

ギ治療 で通院 刺 としていた。＾ 方、４０ 歳代 以下の 場

合、約 半数のもの が
ｒ医者 にかかるほどのものではな

い 北、その 症状を放 置したままで いる傾 向が 示され

た（図 ７）。

図７．現 在 ぬる 症 状 へ の 鯨 鯉

８◎歳 代 以 上（Ｎ＝９）

♂ ７０歳代（帳 測
嚢 ９

喜 ５０歳 代（Ｎ二２９）

郷歳代以下（駈 閉

８０歳 代 以 上（削＝２２）

珊 歳 代（Ｎ＝５２）

婁０歳 粗 蛙退Ｌ

蜘 歳 代 蚊 下（Ｎ＝幻

ｏ％ ５０鴨 湖⑪鴇

８治療で通院串

Ｑこれから受診の予定

翻医者にかかるほどのものではない

３． 生渚 習贋病予 防行 動

調査対象者の現在の生活習廣病の罹患状況につ

いてたず ね危ところ、
「いいえ 止 答完たもの が７２．δ％

を 歯めていた（図 ８）。

鰯８．調 蚕 対 象 蕎 の 生 溝 習 嬢 病 の 萄 無

８０歳 代 以 上（

？◎歳 伐（
鎖

０琵 ２０茄 ４０％ ６Ｃ％ ８⑪％ コ⑪Ｏ

＿ 路

□１ は い ８ いい λ 蟻 わ からな い

生活習慣病を予防するため に、自 身の生濫習慣

を 改 善 する 意 欲 の 有 無 に つ い て たず ね たところ、

訂既 に実行している」と答え たもの は、年 齢 群
が高く

なるほど多い傾 向にあった。 特に、男 女とも ８０ 歳 代

のもの のＦ既に 実 行しているｊ率然 他 の年 代 に 兇 べ

高 かった。また、 全 体で は
ｒできれ ば実 行した い」と

考 えているもの が ４８．１％と、もっとも多 い傾 向を示し

ている が、さらに 厩 に 実行している」（２６．脇）、
「将

来、 実 行しようと思う」（９．１％）とあ わせると、生 活 習憤１

の 改善 意欲を 前向きに示しているものが 全 体の

８３．脇 を 歯め、 比 較 的 改 善 意 欲 が 高い 傾 向が 示さ

れた。 一方、 生活 習 廣の 改善 にっいて 晦 まり思わな

い∬ 全く思わ ないｊと答えたもの は、全 体で は、そ れ

ぞれ 蝸 ％、五。３％と低 率であったが “０ 歳代、８０ 歳

代 以上のものに ついては、 脇 まり思わない」とするも

のが他 の年 代に比 べ 多い傾 向 にあった（図 曾）。

またこの改 善意 欲に ついて 性別 に比 較すると、「既

に実行している∬将来実行しようと思う」「全く思わな

い一「わからないコにつ いては、 性 差はあまり示され な

かったもの の、
「できれ ば 実行したい」に ついて は女

性 が高く、
「あまり思わ ないと」としたもの は、 勢陸 に

多い 傾向が 示された。

図９．凌 活 霧 慣 の 改 蕃 慧 欲

」
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蔓９蟻蟹埜Ｎ票２９１

．
．＿
笹疑糧 躯≦屹．

１旺

８竈歳 代 籔 上（Ｎ・２皇）

劔 歳 舵（惟２麦享

５０歳 代（給８）

⑪鴉

８ 鰍；二繋 行 して い る

態 で 湊 楓 ば 繋 掃 し杜 い

覇 嚢く懸 杓 楓、

２０鴉 ４０鴨 ６０鴉 ８０鴨 奄ＯＯ呪

蘭司弩索、 蒙≡そ予しまうと懸 う

嘗 統塞り患わ ない

国 わ から 楓、

生活習慣の改善について 慨 に実行している」「将

来実行しようと思う∬できれ ば実行したい」と考えて

いるもの に、 実行して いるもしくは実 行したいと考え

ている 生濫 習 慣 につ いてた ず ね たところ、最も多 か

った回 答は、
「食 生活 に十分 気をつける一（５２．６％）で

あり、 次 いで
「積 極 的な 運動を 心掛 ける」（３４．６％）、

吠 らないように する」（３０．Ｏ％）、
「気分 転 換・ストレス

解 消 に 努 め る」（２９．２脇）、
戸休 養 を 十 分 にとる」

（２８，６％）、
Ｆお 酒 を飲 み 過 ぎ な い一（亙６．５

％）
、
「た ば

こを吸 わな い」（蝸，蝋 ）、 唆 せ過 ぎないようにする一

（６．墾跳）の煩となっていた（図 １０）。
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鋤 ⑪一勲 礼 ているもしく１ま 勲 礼 嵐㌔隻繕習 慣 昨１５酬

∴藩茎
「

穣纏蕊 滋 睾；べ
麓 笠 濡１二寺 分 銃 を 訓する

鐵 ㍑，隻 溝 驚 慣 改 警 の 蜜つ か１孝（榊＝１５３１）

鰍 鰍鱗 ■
＾……一 「

蒙族紬鏑人など⑳痛気 ｝

痛 気 ⑳ 禽箆 淋でる

景 レ ビ、 薪 闘、 雛 議 な 獲⑳ 嬢 綴

医飾 等 ⑳ アドバイス

纏 藤参断で翼篤蓬繕摘さ杓る

♂ ２ 尋 ６ 響
鴇

§ 側 ２０ §ｅ 違ｏ §⑪ ６§
鴇

一方、生活習慣の改善につい で あまり思わない」

ギ全く思 わな い 北 答 完たもの に 対し、そ の 理 由をた

ず ねたところ、 最も多 かったもの は
訂生渚 習 慣改 善や

健 康にっ いて考えたことがない」（３．３％）であり、次い

で
、
噌 分 の 健 康 に 自 信 が ある バ蟹

。
５％）
、
「酒
、
危 ば

こ
、
好 物 な どを 制 限 したくな い」（五。

８％）
、
訂病 気 に な

っ ても 治 療 す れ ば よい 以 玉．蟹％）、
「面 倒くさ い一

（１、脇）、
ｒ生 活 習 慣 を改 めても健 康 へ の 効果 が な

い」（Ｏ．逐脇）のｊ煩となってい た《図 １亙）。

匿ヨ｛毛
．
彗三５霧嚢罫籠董窪 改妻姜し淀くなむ｛翼蟄塗（Ｎ二｛５３毛）

欝綴察慧巨■一
聯≒

鰍脈繍枕鮒 Ｐ雫
激窺渓籔潴 一

「

禽紡 ⑳健 魔１；璃 僑秘 ある

塗鱈 習燧 載警 拶健 鰯こ 軌、て

誇 浸花こと淋ない

ｏ ｊ 婁 ３ 納

生活習慣の改善についてｒあまり思わない∬全く

患わない 止 答えたものが、どのようなきっかけがあれ

ば生活習慣の改善を行なうようになるかについてた

ずねたところ、最も多かったのが 臆 康診断で異常を

指摘される」（６．跳）芯あり、 次い で可
ギ医 師 等の アド

バ イス」（３．
⑪％）
、
「テ レビ

、
新 闘
、
雑 誌 な ど の 情 報」

（亙．秘）、
「病 気の 自 覚 がでるコ（五，跳）、

「家 族 や 知

人 な ど の 病 気」（Ｏ，眺 ）九 晩 人、 友 人 の 助 言」

（⑪．跳）であった（図 亙２）。

生 活習 慣に つい て知 りたい こと につ い てたず ね

た ところ、 最 も多 かっ たの は
「生 活習 慣 に関する

情 報」 （３７．⑪％） で あり、 次い で、 陛 活習 慣病 に

関す る正 しい 情報」（３王．蝋）元「病 気 になっ た時 の

対 処法」 （鴉、８％）、
「健康 診断の 活用 法」 （班。８％）

とな って いた。 申 に は、
「特に ない」 と 答え たも の

も ７，６％ い た （図 蝿）。

國 禰．塗 鱈 習 績 繍 二つむ
、で 知 りだ い こと（漏＝｛§婁わ

献楓 ｏ
…ｒ

ぶ鴛：芦幸
笠濡習慣病に関玄る

笈㍑ 惰綴

⑪ 湘 ２０ ３◎ 鷹⑳

鶉

生活習慣改善や健康保持のために必要な情報あ

して、 最 も多 かっ た のは
「食生 活、 運動 習慣、

休 養な どの 情報」（鵠、鰍） であり民 次い で、「食

品の成分表示」 （脇．秘）、 「健康増進施設の情報」

（郷由跳）． 「健康 関 連 商晶 の情 報」 （６、跳） とな

っ て い た。
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馳 奉．隻 溝 習 績病 改 善 のため１泌・要 な惰 報（繭＝１５３｛）

樹こなむ、

健簾 蘭 遵 商晶 の 惰 報

健康 繕 進 施言受の 惰報

食 晶 の威 分 表添

奮 壁…番、婁婁戴 習圭賢、
休餐な どの 構 報

⑪ ２０ 郷 ６０ ８０ 琵

生活習慣改善や健康作りに関する情報の入手先

に は
、
「テ レ ビ ・ ラ ジ オ」 （７亙．８

％） が 最 も 多 く、

次 い で
九
「新 聞」（蛆．３％）、

「友 人・知 人」（２五．２％）、

「健康 情報雑 誌」（独，蝋）、
「医療 機関」（五３．蝋）、

「保 健 所 ・ 保 健 セ ン タ ー」 （１婁
．
６％）
、
「チ ラ シ・ バ

ン フ レッ ト」 （ｎ，Ｏ％）、
「家 族」 （７

．
７％）
、
「政 府 ・

自 治体 のバ ン フ レッ ト」 （５．７％）、 「製品 につ い て

い る 表 示」 （３．９
％）、
「イ ン タ ー ネ ッ ト」 （２．蝋 ）、

「単 行本」（１，９％）、 販 売店で の 説明 （１．８％） とな

っ て い た。 ま た、
「特≡に な い」 と し た も の は ６．０

％

であ った （図 蛎）。

醐 ５．生 活 習 優 改 善に 驚玄る惰 報 ⑳ 入 季発（烈・狛３１）

鰯
鳶㌃

醐 ６．生藩習績改養の紀めに構報以外で

幽 要 な もの（閥＝ 蝸３１）

鵠環膿 ■
｛…一

嚢…支膝チ・禽妻台 偽θ）’くンフ レツ暮

蒙族

うそ茅シ・’｛ンフレ ツト

保健所 喉健センター

震 療 機関

鐙康構報雑謡

友如 知人

籔闘

テ レ ど・うジ 本

余畷の充案

経済豹な余襟

專門家の芋旨導挿ア淳バイス

家族などの理解姉協力 」二止＿＿＿ こ
Ｏ ，０ ２０ ３０ 遵０ ５０ ６Ｃ

鴨

生活習慣を改善することによる効果と して期待

す る も の と して、 「老 化 防止 （若 さの 維 持）」

（塊．跳） をあ げるものが最も多く、 次いで 「病

気 予 防」 （蝸．δ％）、 「仕 事 や 余 暇 活 動 の 充 実一

（３２．跳）、「精神 的な 充実」（蝸．玉％）、「気 分転 換」

（班、跳）、 「社 会へ の積 極的 参加」 （鳩．８％）、 ｒ美

容」 （逐．６％） とな って い た （図 １７）。

馳 ？．隻 溝習 慢改警 の 縞祭纐 袴する効巣（悶・１５洲

一一＿鴛 』
一^
一

気 翁転 換

縮隷 釣な爽 糞

０ １０ ２０ ３０ 蜘 ５０
路

食生 活を 改善す ると した ら、どんな 点 に注意 する

か につい ては、「食べ過 ぎな い」 （５８．９％） をあ げて

いる も，の が最 も多く、次 いで「塩 分を摂 り過 ぎな い」

（５３，１％）、 ｒ脂 肪 を摂 り 過 ぎな い」 （獅．脳）、 「栄

養の バ ランス に 注意」 （４６。亙％）、 「朝 食 を しっ かり

とる」 （３４．２％） となっ て い た （図 玉８）。

⑪ ２⑪ 杢０ ６０ ８０

琵

生 活習 慣改善 の ため に惰報 以外 で・必要 なも のに

つい ては、 「家族 な どの 理解 や協カー （５０，６％） が

最も多く、 次いで 噂 門家の指導やア ドバイス」

（３７．脇）、 「経済 的な 余裕」 （２２．１％）、 「余暇 の充

実」 （２１．３％）、 「住 屠 環境の 充実」 （６．亙％） と なっ

て いた （図 １６）。
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図１８．奮 生 活 上 の 改 善 点（Ｎ＝ヨ 脳 ）

特 にな い

朝食をしっがりとる

栄餐のバランスに注意

脂 紡 を摂 り過 ぎなむ、

塩分を榛り過ぎない

食べ過ぎない

０ ２０ ４０ ６０ ８０

％

運動 習 慣の改 善点 と しては、「散歩 やウ ォー キン

グを 行う な どして、 余暇 を使っ て積 極的 に歩く よ

う にする」 （５９．８％） が最も多 く、 次 いで
「余 暇を

利 用 する な どして、 時々 はス ポーツ をする よう に

心 が け る」 （２９．１％
）
、
「サ ー ク ル 活 動 や ス・ポ ー ツ 教

室 な どに通う な どして、 定期 的 に 運動 す る」

（１７．０％）、 「電車、 バス な どの 乗 り物 やエ レベ ー

ター、 エス カ レータ ーな どをなる べく 使 わない よ

う にす る」 （１６．５％）、
「万歩 計 を使う な どじて、 日

常 生活で の自分の 歩数を知るよ うに して いる」

（１０
，
３％） と な っ て い た （図 １９）。

図１９．．運 動 習 慣 上 の 改 警 点（Ｎ＝犯３１）

特１二ない

乃 歩 計 を 使うな ど して
、
ヨ 鴬 生…番

での 自分 の歩 数を知るようにして

いる

電 車、
バ ス な ど の 桑り 物 や：［レ

ベ ー ター、エ ス カレ ー ター な どを

なるべく使わないようにする

サ ークル落 動や スポー ツ教 嚢な

ど に遍うなどして、定期 釣１二運 動

する

余 畷 を琴１胴 す るな ど して、 時 々

はス ポーツをす るようｏむがける

数 歩 やウォー キングを行うなどし

て、余 暇を使って穣 極 的に歩くよ

うにする

θ 苅 ２６ ３σ 鮒 ５０ ６０ ７０
琵

ｗ． 考察

１． 調 査 対象 者の健 康 状況

調査対象者の主観的な健康状況に関して、調査票

を用 いて評 価した。

本研究では、調
査対象者の約 ９ 割が主観的に自

身を健康もしくはまあ健康と感じていた、国民生活基

礎調査でも 腱 康意識」として同様の調査を行なって

いるが、その 結果、主 観的 に健康 であると感じている

もの の割 合 は ４１．３％ であり（厚 生 統 計協 会，
２００５
，

ｐ．７０）、そ れと蛇較 すると、主 観 的な評 価で はあるが、

良好な健康状態を維持している集団であると考えら

れる。

自覚症状については、筋骨格系の問題である肩こ

り。腰 痛 や 疲 れ や すさを訴えたもの が多く、また、 男

性に比 べ 女性の 訴えが 多い傾 向にあった。

また、目常生活行動に影響する健康問題の存
在に

つい て、
「ある」と答えたもの は年 齢 に 比して 増加し

てい た。 国 民 生 活 基礎 調 査 の 結果、 胃 常 生 渚に 影

響のある健康問題を有するものの人口千人に対する

割 合 は
、
１１０．２ で あ っ た（厚 生 統 計 協 会，

２００５
，

ｐ．６９）。 国 民 生 活 基礎 調 査 の結 果 からも、 健 康問 題

が 胃 常 生活 にもたらす影 響は、年 齢とともに徐 々 に

増加しており、各年齢層での状況を本研究の調査対

象 者と比 較 すると。 ほぼ 同様 の傾 向 が示され ていた。

また、影 響される目 常 生活として、最も出現 頻度 の高

いの は、 本研 究の 結果、国 民生 活基 礎調 査（厚生 統

計 協 会
，
２００５
， ｐ．
６９）とも にＦ仕 事、 家

事
、 学
業」であ

った。 国民生活基礎調査では次いで
ｒ冒常生活動

作」、 瞳 動」、
「外 此 の 順となっているが、 本研 究で

は 次いで「外出」、
訂運動」、

「目 常 生活動 作ｊの 煩とな

って いた。 本 研 究の 対 象 者 は 主 観 的健 康レ
ベ ル が

比 較 的 高く、 通 常 の 目常 生活 動 作 などに は特 に 問

題を感むないもの の、仕 事や 外 出、運 動などといった

やや拡大した身体活動に関しては健康問題の影響

を感じているのではないかとも考えられる。

２． 生活 習 慣予 防行 動

内閣府大匿官房政府広報室では平成１２年２月 に

生活習 慣病に関する世論調査として生活習慣病に

関する意識調査を行なった（内閣府大臣官房政府広

報室，２０００
）。 以下 ではその 結果を踏まえ、本 研究の

調査対象者の生活習慣病予防に対する意識につい

て検 討を行なう。

現在の生活習慣病の罹患状況については、世論

調査の結果、生活習贋病にかかっていないと答えた

ものが ７９．２％を 占めてい たのに比 べ、 本 研 究では
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７２．５％を 占めて おり、罹 患 状 況に 関して大きな 差は

示されなかった。 ただし、 世 論調 査 の 結果 に比して

本研究の調査対象者はｒわからない 北答えたものが

多い 傾 向にあった。

生活習慣病予防の危めの、自身の生活習 慣を改

善する意欲について、世論調査では前向きの改善

意欲を 示しているもの（「既 に実 行している∬ 将 来，

実行しようと思う」Ｆできれば実行したい」をあわせた

もの）」が７６．６％ だったの に比して、本 研究の 対象者

では前向きの改善意欲を示しているものが全体の

８３．７％を占めており、比較 的 改善 意欲 の高い 集団で

あったと言える。

この 改善 意欲 の高 い集団 が生 活習 慣の 改 善として、

具 体的 に は何を 行なっている、もしくは 行なおうとし

て いるの か に つ い ては、 世 論 調 査 の 結 果と同 様、

喰 生活に十分気を付ける」としたものが最も多く、次

いで「積極的な運動を心掛ける一が多い傾向にあっ

た。こ１れらはた ばこや お 酒 のように 嗜好 性と関係 なく

実施 できるものであり、 日々 の 生活 の 中で比 較 的 取

り組みやすい項目と言完る。人の行動変容を促進す

る上で、 実現 可能 性 は重 要な要 素の 一つ である。 取

り組み や すい 項目 に注目し、生活 習慣 改善 に眼を向

けていくことで、 人々 の 生 活習 慣 改 善のため の試 み

を促進していくことが可能 になる。
一方、生活習廣を改善したくない理由として世論調

査ではｒ自分の健康に自信がある」をあげたものが

最も多く、次いで「生活習慣改善や健康について考

えたことがない」ｒ面倒くさい ∬酒、た ばこ、 好物 など

を制限したくない」ｒ病 気になっても治療すれ ばい

い」の順となっていた。 本研 究の 対 象者 では、 畦 活

習慣改善や健康について考えたことがない」としたも

の が最も多く、 次 い で「自 分 の 健 康 に 自 信 がある」
’

「酒、 た
ばこ、好 物などを制 限したくな い」の 順となっ

ていた。 保 健関連 行動 変容の促 進 には、その疾病 に

対する脅威が大きな要素となるが、現在の自身の健

康状態に自身があり、健康問題に関してなんら脅威

を感じて いない 場 合、 行動 変 容を促 進 することは困

難である。 反 対 に、生 活 習慣 改 善のきっかけに つい

て、 腱 康診断で異常を指摘される」こととしたものが

最も多く、自身の健康状態について何らかの脅威を

感じることは、自 身 の 健康 を見 つ めなお すきっ かけ

につながるものであり、健康診断結果の通知の機会

などを有 効 に 活用し、 人々 の健 康 の 維 持 増進 に対

する意 識を高 めていくよう、働きか けていくことが 重

要 で ある。
また
、
「酒、 た

ばこ
、
好 物 など を 制 限したく

ない一に示され ているように、 人の 嗜好 が 大きく影 響

している項目に関する行動変容を促進することは困

難と言える。 今後、喫 煙、飲 酒といった嗜 好 に関わる

生 活習 慣 の改 善をどのように促進していくか、さらに

検 討していくことが重 要であろう。

生活習慣改善や健康保持のため に必要な情報と

して最も関心が高かったのは、世論調査でも本研究

でも「食 生 活、 運 動習 慣、 休養 などの 情報」であり、

次 い で「食 晶 の 成 分表 示」が 高 い傾 向 にあっ た。 生

活習慣を改善する項目としても食生活に対する関心

が最も高く、生活習慣の改善として取り組む課題とし

て、食 生活 の改 善に関 心が集まっていると言 える。

また、これらの情 報をどこから得るか につ いて、
「テ

レビ・ラジオ」をあげたものが最も多く、現 在、 健康 に

関 連 情 報 の多くが、
「テレビ・ラジ オーといったマスメ

ディア 媒体を介して人々 の 間に伝 達され ている。ｒテ

レビ・ラジオ」を介してもたらされる健康 関連の 情報 は

近 年増して おり、それらの 氾 濫する情 報をいか に 取

捨選 択し、自 身 の生 活習 慣の 改 善を促 進していくか、

適 正な情報の活用を促していくことも、生活習慣の

改 善を有 効に進め ていくため に重 要である。

情報以外で自封の生活習慣の改善に必要なものと

して、
「家 族など周 囲の 人たちの 理解 や 協力」「専門

家 の指 導や アドバイス」などがあ げられているが、 生

活習慣の改善のための援助を専門職が行なう場合、

単に、 生活 習 慣の改 善が 必要な本 人の みならず、そ

の周 囲にも同 時 に働きかけをすることで、より有 効な

介入 が 可 能 になるものと思わ れる。 特に、食 生 活 の

改善に対する指導は、各家庭における調理担当者

への働きかけも重要 であろう。

このように生活習慣改善の結果期待する効果とし

て、
「老化防止」「病気予 腕 唯 事や余暇活動の充

実」などがあげられている。生活習慣改善の評価とし

て、 単 に疾 病 予 防 に着 目 するの で はなく、
「老 化 防

止」や 唯 事や余暇活動の充実一といった項目にも注

目し、評 価していくことにより、より健康 度の 高い 人々

が生活習 慣改善に注目することが可能になるものと
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考 完る。

食生活の改善について、世論調査では
ｒ栄養のバ

ランスに注 劃 をあげたものが最も多かったが、本研

究で は、
「食 べ 過ぎない」「塩 分を摂り過 ぎない」「脂

肪を摂り過ぎない一などの過剰摂取に注目しているも

の が 多かった。 一 方、 運 動 習 慣の 改 善
点としては、

世論調査、本研究ともに 職 歩やウォーキングを行う

などして、余 暇を使って積 極 的に歩くようにする」とし

たものが最も多かった。 次いで、世 論調 査では
ｒ電車、

バスなどの乗り物 やエレベーター、エスカレーターな

どを在るべく使 わな いようにする」が 多かったが、 本

研 究 ではこの 項目を選 択したもの は少 なかった。 運

動習慣改善点の選択には、各地域の交通事情や居

住している往 民の 特 色が 影響して おり、 交通 網
が都

市部ほど整備されていない農村部で実施した本研

究 では、
「電 車、

バスなどの乗り物 やエレベ ーター、
エスカレーターなどをなるべく使わないようにする」と

いう項 目を選択 するものは少 なかったものと考える。

運動習憤１の改善をする場合、より自身の生活に密着

した改善方法を選択することが重要であろう。

ていくことが必 要 である、⑧ 食 生活 の改 善 に つい て

は、過 剰摂 取に 注目しているもの が多 かっ た、⑨ 運

動習慣の改善には、生活に密 着した改善方法を選

択 することが 重要である。

本研究の結果、掛川 市大東地域に居住 する住民

の健康状況および生活習憤病予防行動に関わる生

活 状 況を明らかにした。 今 後この 結 果を 踏まえ、 地

域住民の特性に合わせた生活習慣病予防のための

方策を検 討することが必 要である。
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本研究の結果、①調査対象者は、何らかの自覚症

状はあり、日常生活行動に影響する健康問題を抱え

ているものもいるが、約 ９割 が主観的 に健 康であると

感じている集 団であった、②
生 活 習憤病 予防 のため、

自身の生活習慣を改善する前向きな姿勢を示してい

るものが全体の８ 割以上であった、③生活習慣の改

善として、 食 生 活の 改 善 に注 目しているもの が多 か

っ た、④ 生活 習 慣を改 善したくない 傾 向に は、 自 身

の 健康 に自 信があるなど、健 康 問題 につ いてな んら

脅 威を 感じていな いこ二とや、飲 酒 喫 煙といった人 の

嗜好性が影響していた、⑤生活習慣の改 善のため

に 必要な 情報 は、 食生 活、 運動 習慣、休 養などの清

報、食晶 の成 分表 示などであり、多くは、テレビ・ラジ

オといったマスメディアを通じ、このような情 報を得て

いた、⑥情報以外で必要なものは周囲の理解や協

力であった、⑦生活習慣改善の結果期待する効果と

して、 病 気の 予 防の みならず、
ｒ老 化 防止」や 唯 事

や 余暇 活動の 充実」といった項 目にも注冒し、評 価し
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